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【ＧＤ－２１】ステンレス板への焼付コーティング 
 

 

無機・有機ナノコンポジット剤である【ＧＤ－２１】が、 

ステンレス表面に焼付コート可能となりました。 

 

 

［ 特 徴 ］ 

 

低圧スプレーガン～低温焼付条件（１２０℃×３０分以上）でコートＯＫ 

透明ハードコート特性／耐傷性付与 

無機材料に近い耐熱性／１０００℃バーナー処理で不燃 

有機材料のような高弾性／素材への追従性 

 

 

［テストデータ］ 

 

ステンレス表面へのハードコート（焼付処理）テスト 
 

硬化温度（℃） 時間（分） 【ＧＤ－２１】 

室 温 －   ０／１００ 

３０   ０／１００ 
 ８０ 

６０   ０／１００ 

３０  ８８／１００ 
１００ 

６０ １００／１００ 

３０ １００／１００ 
１２０ 

６０ １００／１００ 

＊ＪＩＳ Ｋ５６００－５－６付着性（クロスカット法）準拠 

  １ｍｍ方眼１００個、セロテープ剥離テスト、付着目数／１００ 

 

 

［測定条件］ 

 

① ステンレス板（ＳＵＳ３０４ＢＡ） 

    ② 前処理 イソヘキサンによる脱脂処理 

    ③ 【ＧＤ－２１】を【ＧＤ－ＰＡ】で１：１に希釈後、低圧スプレーガンでコート。 

      （コート量＝２０～３０ｇ／㎡） 

    ④ 上記、各条件で硬化。 

 

 

記載値は、測定値であり保証値ではありません。 

各種物性は実際にご使用になられる素材で事前にご確認下さい。 
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